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● ご案内 ●
◇本誌のご購読について

　ご購読をご希望の方は，巻末の振込み用紙で

当協会まで直接お申し込み下さい。

○購読料（税込み）

　１冊　1,500 円（本体 1,429 円）〒 400 円

　１ヵ年（４冊）6,000 円（本体 5,716 円）〒1,600 円

◇発行

　年４冊：１・４・７・10 月１日発行

◇広告のお申し込みについて

　本誌に広告の掲載をご希望の方は，編集室ま

でご連絡下さい。媒体資料等お送り致します。

◇投稿

 ・技術論文

　非開削に関連する技術，製品についての論文

を募集しています。

　投稿論文は，委員会で選考の上掲載論文には

薄謝をお送り致します。

 ・エッセー（随筆）

　テーマは自由です。

◇情報のご提供について

 ・No-Dig NEWSダイジェスト

　非開削技術に関連する新技術，新製品，図書

の紹介，関連団体の動向や講演会，セミナー・

展示会の案内など，情報をお寄せ下さい。

　今回は，公共工事に係る「入札

改善」と「コスト縮減」について

触れてみたい。

　入札改善の動きは，かつて，I

県やM県で生じた“ゼネコン汚

職”に端を発した。自治体のトッ

プを巻き込む大疑惑事件となり，

社会に大きな衝撃と強い憤懣を与

えた。公共工事に対する社会の強

烈な非難に対し，国，各自治体は

看過できず，明治以来連綿と温存

し続けた“指名競争入札”の旧習

に，抜本改革のメスを入れざるを

得なくなった。その入札改善の

キーワードは，“透明性”，“客観性”

そして“競争性”の3本であった。

　一方，コスト縮減の動きは，日

米貿易摩擦交渉のうち，役務サー

ビスの自由化に関連し，米国の建

設業が日本の公共工事に参入で

きない障壁と，そもそも日本の公

共工事の建設コストが米国に比べ

3割ほど高いという非難が端であ

る。我国の公共工事の設計・積算

では，一部には，公共構造物であ

るが故の確実性，安全性を十二分

に見込んだ結果，ある意味でオー

バスペックとなっていたこと，さ

らには，積算歩掛り・単価も，あ

る種，施工実態と離れた建前ベー

スとなっていたことなど，いくつ

かの反省材料があった。国や自治

体は，コスト縮減に向け計画期間

と目標値を掲げ，これに精力的に

取り組んだ。

　さて，この入札改善 とコスト

縮減，これからの公共工事のあり

方を問う正道の論議だが，少し気

なることがある。これからめて曲

解，混同しているムキが見受けら

れることだ。

　入札の透明性を高める観点か

ら，事前に工事の予定価格や最低

制限価格を公表することがある。

予定価格の事前公表は，これを事

前に探ろうとする不当な動き封じ

た。また，従前の最低制限価格の

事後開示は，例えば，オリンピッ

クの競技でレース後に失格条項

ルールを審判員が示すようなもの

で，フェアルールからは論外と言

える。これらの事前公表は，正に

正論である。ただ，これで，工事

費の積算さえ覚束ない業者も，“応

札額”だけで堂々と入札に参加で

きる。その結果，多くのが最低制

限価格の横一線に揃うことがあ

る。落札者は公平な抽選で決定さ

れ，公正な入札は終結する。当然，

落札率は相当低い。

　この現象を評価し，ある地方の

首長は，「入札制度を改善するこ

とで，相当のコスト縮減が図れた。

税金の無駄使いを防いだ。」と豪

語したものだ。これに違和感は

ないか？かつて，工事設計金額を

大幅に“歩切り”し，自らの行政

実績と豪語した首長と同類思える

が，如何か？

　公共構造物としての機能，品質

をかなり低めておいて，その設計

額が従前より3割低下したことで，

コスト縮減の成果とすることもあ

る。昼食の選択で，一流レストラ

ンでのランチメニューと並牛丼，

牛丼を選択してコスト縮減を図っ

たと言えるか。同じ機能，品質を

前提でその費用を比較してこそ，

コスト縮減の議論であるはずだ。

買うものが違えば，払う金も違う

ことなど当たり前だ。

　公共工事の入札改善とコスト縮

減の議論，突き詰めれば同じ根っ

こにたどり着くのかもしれない

が，こんな紛い物の論調に惑わさ

れたくないものだ。

 〈編集委員長　石川和秀〉　


